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1 はじめに

核融合装置で高温プラズマが集中的に排気される場

所がダイバータ周辺プラズマである。この周辺プラズ

マ中に不純物が堆積し、問題になっている。我々は、ダ

イバータ周辺のプラズマ粒子の振る舞いを調べるため

に、ダイバータ周辺のシースについてシミュレーション

した。

2 シース構造

図 1: シースのモデル

図 1にシースのモデル図を示す。イオンと電子は、壁

に衝突するが、両者の速度の違いのため、電子がイオン

より速く衝突し、壁そのものは、電子の付着によって負

となる。イオンは、壁付近のプラズマ中に多く取り残さ

れることになる。このときに壁と中性プラズマとの電位

差の層がシースである [1]。

3 シミュレーション

電子はボルツマン分布をしていると仮定する。そうす

ると、電子 ne、イオン ni、二次電子 nsの各密度は以下

の式で表せる [2]。
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これらの式をポアソンの方程式に代入してシミュレー

ションを行った。ここで、�i はイオン密度比、�i はイ

オンの質量比、Miはマッハ数、�i はイオン温度比、�s
は二次電子密度比、�sは二次電子密度、�w は壁電圧で

ある。

図 2にシミュレーション結果を示す。�i = 2� 1836、

Mi = 1:3、�i = 0:5、�w = �1、�s = 0:3とした。

図 2: シースのグラフ

4 まとめ

シミュレーションより、ダストが無いと、イオン密度

が下がると幅が狭くなり、ダストがあると逆の結果にな

る。シース幅が短いほうが壁の損傷が抑えられると考え

られることから、二次電子密度を大きくすれば壁への損

傷がおさえらると考えられる。
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